
ユ ニ ッ ト 型 老 人 ホ ー ム サ ン ラ イ フ ひ ろ み ね 運 営 規 程   

 

 

第 １ 章   総   則  

 

 

（ 目 的 及 び 基 本 方 針 ）  

第 １ 条  こ の 規 程 は 、 社 会 福 祉 法 人 さ さ ゆ り 会 が 設 置 運 営 す る 指 定 地 域 密 着 型 介 護 老 人 福 祉 施 設

入  

所 者 生 活 介 護 サ ー ビ ス （ 以 下 「 指 定 介 護 福 祉 施 設 サ ー ビ ス 」 と い う 。 ） を 提 供 す る ユ ニ ッ ト 型 老 人

ホ ー ム サ ン ラ イ フ ひ ろ み ね （ 以 下 「 施 設 」 と い う 。 ） の 運 営 及 び 利 用 に つ い て 必 要 な 事 項 を 定 め 、

施 設 の 円 滑 な 運 営 を 図 る こ と を 目 的 と す る 。  

２   施 設 は 、 サ テ ラ イ ト 型 居 住 施 設 と し 、 同 一 法 人 の 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム サ ン ラ イ フ 御 立 を 当 該

施 設 に 対 す る 支 援 機 能 を 有 す る も の （ 以 下 「 本 体 施 設 」 と い う 。 ） と し て 密 接 な 連 携 を 確 保 し つ つ

運 営 を 行 う 。  

３   施 設 は 、 入 居 者 一 人 一 人 の 意 思 及 び 人 格 を 尊 重 し 、 少 数 の 居 室 及 び 当 該 居 室 に 近 接 し て 設

け ら れ る 共 同 生 活 室 （ 以 下 「 ユ ニ ッ ト 」 と い う 。 ） に お い て 、 施 設 サ ー ビ ス 計 画 に 基 づ き 、 可 能 な 限

り 、 そ の 居 宅 に お け る 生 活 へ の 復 帰 を 念 頭 に 置 い て 、 入 居 前 の 居 宅 に お け る 生 活 と 入 居 後 の 生

活 が 連 続 し た も の と な る よ う 配 慮 し な が ら 、 各 ユ ニ ッ ト に お い て 入 居 者 が 相 互 に 社 会 的 関 係 を 築

き 、 自 律 的 な 日 常 生 活 が 営 む こ と が で き る よ う に す る こ と を 目 指 す 。  

４   施 設 は 、 地 域 や 家 庭 と の 結 び つ き を 重 視 し た 運 営 を 行 い 、 市 町 村 保 険 者 （ 以 下 保 険 者 と い

う 。 ） 、 居 宅 介 護 支 援 事 業 者 、 居 宅 サ ー ビ ス 事 業 者 、 地 域 密 着 型 サ ー ビ ス 事 業 者 、 他 の 介 護 保

険 施 設 そ の 他 保 健 医 療 サ ー ビ ス 又 は 福 祉 サ ー ビ ス を 提 供 す る 者 と の 密 接 な 連 携 に 努 め る 。  

 

（ 事 業 所 の 名 称 等 ）  

第 ２ 条  名 称 及 び 所 在 地 は 次 の と お り と す る 。  

（ １ ）  名  称  ユ ニ ッ ト 型 老 人 ホ ー ム サ ン ラ イ フ ひ ろ み ね  

（ ２ ）  所 在 地   姫 路 市 広 峰 一 丁 目 4 番 地 55 号  

 

（ ユ ニ ッ ト 数 及 び 利 用 定 員 ）  

第 ３ 条   施 設 の 定 員 は ２ ９ 名 と す る 。  

 ２   施 設 の ユ ニ ッ ト 数 3 と し 、 各 ユ ニ ッ ト ご と の 利 用 定 員 は 次 の と お り と す る 。  

   (1) １ 階 ユ ニ ッ ト    ９ 名  

   (2) ２ 階 ユ ニ ッ ト   １ ０ 名  

   (3) ３ 階 ユ ニ ッ ト   １ ０ 名  

 

 

第 ２ 章   職 員 及 び 職 務 内 容  

 

 

（ 職 員 の 区 分 及 び 職 務 内 容 ）  

第 ４ 条  施 設 に 次 の 職 員 を 置 く 。  

（ １ ）  施 設 長 （ 管理者 ）    １ 名 （兼務 可 ）  

（ ２ ）  生 活 相談員       １ 名 （兼務 可 ）  

（ ３ ）  介 護 職 員         １ ０ 名 以上  

（ ４ ）  看護 職 員         １ 名 以上 (兼務 可 ) 

（５ ）  管理栄養士            １ 名 以上  

（６ ）  医師              １ 名 以上 （嘱託 ）  

（７ ）  機 能訓練指導員     １ 名 以上 （兼務 可 ）  

（８ ）  介 護 支 援専門員     １ 名 以上 （兼務 可 ）  

２   本 体 施 設 の栄養士、 機 能訓練指導員 等 に よ り 、 入 居 者 の処遇等 が適切に 行われ る場合は 、

職 員 の 一部を 置かな い こ と が で き る 。  

３   前 項 に 定 め る も の の 他 必 要 がある場合は 、 定 員 を超え又 は そ の 他 の 職 員 を 置 く こ と が で き る 。  

 

（ 職 務 ）  

第５条  職 員 の 職 務 分掌は 次 の と お り と す る 。   

（ １ ）  施 設 長 （ 管理者 ）  

    施 設 の 業 務 を統括す る 。 施 設 長 に 事故がある と き は 、あらかじめ理事 長 が 定 め た 職 員 が

施 設 長 の 職 務 の代行 を す る 。  

（ ２ ）  医師  

    入 居 者 の診療 及 び 施 設 の 保 健衛生 の 管理指導に従事 す る 。  

（ ３ ）  生 活 相談員  

       入 居 者 の 入退所 、 生 活 相談及 び処遇の企画 立案、実施 に 関 す る こ と に従事 す る 。  

（ ４ ）  介 護 職 員  

    入 居 者 の 日 常 生 活 の 介 護 、 相談及 び 援助業 務 に従事 す る 。  

（５ ）  看護 職 員  

    医師の診療補助及 び 医師の 指示を受け て 入 居 者 の看護 、 施 設 の 保 健衛生 業 務 に従事

す る 。  

（６ ）  管理栄養士  

       給食管理、 入 居 者 の栄養 指導に従事 す る 。  

（７ ）  機 能訓練指導員  

    入 居 者 の 機 能回復 、 機 能維持及 び予防に 必 要 な訓練及 び 指導に従事 す る 。  

（８ ）  介 護 支 援専門員  

    入 居 者 の 施 設 サ ー ビ ス 計 画書を作成し 、実施状況を把握す る こ と に従事 す る 。  

 ２   職 員毎の 事 務 分掌及 び 日 常 業 務 の 分担に つ い て は 、 施 設 長 が 別 に 定 め る 。  

 

 

第 ３ 章  入 居 者 に 対 す る 指 定 介 護 福 祉 施 設 サ ー ビ ス の 内 容 及 び 利 用料  

 

 

（ 利 用料等 の受領 ）  

第６条  施 設 は 、 法 定代理受領サ ー ビ ス に 該 当 す る 指 定 地 域 密 着 型 介 護 老 人 福 祉 施 設 サ ー ビ ス （ 以

下 「 指 定 介 護 福 祉 施 設 サ ー ビ ス 」 と い う 。 ） を 提 供 し た際に は，入 居者から利用料の一部として、

該当指定介護福祉施設サービスについて厚生労働大臣が定める基準により算定した費用の

額から該当施設に支払われる施設介護サービス費の額を控除して得られた額の支払いを受

ける。  
 ２   施 設 は 、 法 定代理受領サ ー ビ ス に 該 当 し な い 指 定 介 護 福 祉 施 設 サ ー ビ ス を 提 供 し た際に 入

居 者から 支払い を受け る 利 用料の額と 、 施 設 サ ー ビ ス費用 基準額と の間に 、不合理な差額が 生

じな い よ う に 利 用料の額を 設 定 す る 。  



 ３   施 設 は 前 2 項 の 支払い を受け る額のほか、 次 に掲げる費用 の 支払い を 入 居 者から受け る こ と

が で き る 。  

（ １ ） 居 住費 （ 別 に 定 め る 重 要 事 項説明書に記載す る金額 ）  

（ ２ ）食費 （ 別 に 定 め る 重 要 事 項説明書に記載す る金額 ）  

（ ３ ） 入 居 者 が選定 す る 特 別 な食事 の 提 供 を 行った こ と に伴い 必 要 と な る費用 。  

（ ４ ） 指 定 介 護 福 祉 施 設 サ ー ビ ス に お い て 提 供 さ れ る便宜の うち、 日 常 生 活 に お い て も通常 必 要

と な る も の に 係 る費用 であって 、 入 居 者 に負担させる こ と が適当 と認め ら れ る も の と し て 重 要 事

項説明書に記載す る費用 。  

（ ５ ） 施 設 は 、 前 各 号 に掲げる費用 の額に 係 る サ ー ビ ス の 提 供 に 当 たって は 、あらかじめ 入 居 者

又 は 家族に 対 し 、 該 当 サ ー ビ ス の 内 容 及 び費用 に つ い て説明を 行 い 、 入 居 者 及 び 家族の 同

意 を得る も の と す る 。  

   （ ６ ） 特例施 設 介 護 サ ー ビ ス費、 特例居 宅 介 護 サ ー ビ ス費、 特 定 入 所 者 介 護 サ ー ビ ス費、 特 定

入 所 者 支 援 サ ー ビ ス費、 特例特 定 入 所 者 支 援 サ ー ビ ス費、 特例特 定 居 宅 支 援 サ ー ビ ス費、

高額介 護 サ ー ビ ス費及 び高額居 宅 支 援 サ ー ビ ス費を受給す る場合や 生 活 保 護 を受給す る場

合等 、 別途法令に 定 め がある場合に は そ れぞれ の 法令に よ る も の と す る 。  

 

（ 施 設 サ ー ビ ス の 内 容 、 利 用料及 び そ の 他 の費用 の額 ）  

第 ７条  施 設 サ ー ビ ス の 内 容 、 利 用料及 び そ の 他 の費用 の額の決定 は 、 入 居 者 が 介 護認定審査会

に お い て審査さ れ た 要 介 護認定 に よ り作成さ れ た 施 設 サ ー ビ ス 計 画 に 基 づ い て 提 供 さ れ る 介 護

サ ー ビ ス の 内 容 と し 、 介 護報酬は告示上の額と 同額の 利 用料と す る 。  

 ２   利 用料及 び そ の 他費用 の額の変更に 関 し て は 、あらかじめ 入 居 者 に 対 し説明を 行 う も の と す

る 。  

 

 

第 ４ 章  運 営 に 関 す る 事 項  

 

 

（ 入退所 ）  

第 ８条  施 設 は 、身体上又 は精神上著し い障害がある た め に 常時介 護 を 必 要 と し 、かつ 居 宅 に お い

て こ れ を受け る こ と が困難な 者 に 対 し 、 指 定 介 護 福 祉 施 設 サ ー ビ ス を 提 供 す る 。  

 ２    施 設 は 、正当 な理由な く 指 定 介 護 福 祉 施 設 サ ー ビ ス の 提 供 を拒まな い 。  

 ３    施 設 は 入 居申込者 が 入院治療 を 必 要 と す る場合そ の 他 入 居申込者 に 対 し 自 ら適切な便を

提 供 す る こ と が困難である場合は 、適切な病院若し く は診療 所 又 は 介 護 老 人 保 健 施 設 を紹介

す る 等 の適切な措置 を速やかに講じる 。  

 ４    施 設 は 、 入 居申込者 の 入 居 に際し て は 、 入 居申込者 の心身の状況 、病歴等 の把握に 努 め

る 。  

 ５    施 設 は 、 入 居 者 に つ い て 、 そ の心身の状況、 そ の 置かれ て い る環境等 に照ら し 、 入 居 者 が 居

宅 に お い て 日 常 生 活 を 営 む こ と が で き るかどうかを検討す る 。  

 ６    前 項 の検討に 当 たって は 、 入 所コーディネー トマニュアルに従い 、 生 活 相談員 、 介 護 職 員 、

介 護 支 援専門員 等 の 職 員 の間で協議す る 。  

 ７    施 設 は 、 入 居 者 の心身の状況及 び 置かれ て い る環境等 に照ら し 、 居 宅 に お い て 日 常 生 活 を

営 む こ と が で き る と認め ら れ る 入 居 者 に 対 し 、 入 居 者 及 び 家族の希望、 入 居 者 が退居 後 に 置

かれ る こ と と な る環境等 を勘案し 、 入 居 者 の 円 滑 な退居 の た め に 必 要 な 援助を 行 う 。  

 ８    施 設 は 、 入 居 者 の退居 に際し て は 、 居 宅 サ ー ビ ス 計 画 等 を 援助す る た め 居 宅 介 護 支 援 事 業

者 等 に 対 す る情報の 提 供 そ の 他 保 健 医 療 サ ー ビ ス 又 は 福 祉 サ ー ビ ス を 提 供 す る 者 と の 密 接

な 連 携 に 努 め る 。  

 

（ 施 設 の 入 居 に 当 たって の留意 事 項 ）  

第 ９ 条  入 居 者 が 施 設 の サ ー ビ ス を受け る際に は 、 施 設 利 用上の注意義務 及 び禁止行為等 入 居 者

側が  

留意 すべき 事 項 を 重 要 事 項説明書で説明し 、 同 意 を得る 。  

 

（ 内 容 及 び手続 き の説明及 び 同 意 ）  

第 １ ０ 条  施 設 は 、 指 定 介 護 福 祉 施 設 サ ー ビ ス の 提 供 の開始に際し て は 、あらかじめ 、申込者 又 は そ

の 家族に 対 し 、 運 営 規 程 の概要 、従業 者 の勤務 体制、 そ の 他 の 入 居申込者 の サ ー ビ ス の選

択に資す る と認め ら れ る契約書を交付し て説明を 行 い 、 当 該 提 供 の開始に つ い て 入 居申込

者 の 同 意 を得る 。  

 

（受給資格 等 の 確認 ）  

第 １ １ 条  施 設 は 、 指 定 介 護 福 祉 施 設 サ ー ビ ス の 提 供 を も と め ら れ た場合は 、 そ の 提示す る被保 険 者

証に よって 、被保 険 者資格 、 要 介 護認定 の 有無及 び 要 介 護認定 等 の 有効期限 を 確かめ る 。  

２   施 設 は 、 前 項 の被保 険 者証に認定審査会 意見が記載さ れ て い る と き は 、 当 該認定審査会

意見に 配 慮 し て 、 指 定 介 護 福 祉 施 設 サ ー ビ ス の 提 供 に 努 め る 。  

 

（ 要 介 護認定 の申請に 係 る 援助 ）  

第 １ ２ 条  施 設 は 、 要 介 護認定 を受け て い な い 入 居申込者 に つ い て 、 要 介 護認定 の申請が既に 行わ

れ て い るかど うかを 確認し 、申請が 行われ て い な い場合に は 、 入 居申込者 の 意 思 を踏まえ 、

速やかに 当 該申請が 行われ よ う 必 要 な 援助を 行 う 。  

  ２    施 設 は 、 要 介 護認定 等 の更新の申請が遅く と も 当 該 入 居 者 が受け て い る 要 介 護認定 の 有

効期間の満了日 の ３ ０ 日 前 に は 行われ る よ う に 必 要 な 援助を 行 う 。  

 

（ 入退居 の記録の記載 ）  

第 １ ３ 条  施 設 は 、 入 居 に際し て は 入 居 の年月日並び に 入 居 し て い る 介 護 保 険 施 設 の種類及 び 名 称

を 、退居 に際し て は退居 の年月日 を 、 当 該 者 の被保 険 者証に記載す る 。   

 

（ 保 険給付の請求の た め の証明書の交付 ）  

第 １ ４ 条  施 設 は 、 法 定代理受領サ ー ビ ス に 該 当 し な い 指 定 介 護 福 祉 施 設 サ ー ビ ス に 係 る費用 の 支

払を受け た場合は 、 そ の 提 供 し た 指 定 介 護 福 祉 施 設 サ ー ビ ス の 内 容 、費用 の額そ の 他 必 要 と

認め ら れ る 事 項 を記載し た サ ー ビ ス 提 供証明書を 入 居 者 に 対 し て交付す る 。  

 

（ 施 設 サ ー ビ ス 計 画 の作成 ）  

第 １５条  施 設 長 は 、 介 護 支 援専門員 に 施 設 サ ー ビ ス 計 画 の作成に 関 す る 業 務 を担当 させる 。  

  ２    前 項 の 施 設 サ ー ビ ス 計 画 に 関 す る 業 務 を担当 す る 介 護 支 援専門員 （ 以 下 「 計 画担当 介 護

支 援専門員 」 と い う 。 ） は 、 施 設 サ ー ビ ス 計 画 の作成に 当 たって は 、適切な 方 法 に よ り 入 居 者

に つ い て 、 そ の 有 す る 能力、 そ の 置かれ て い る環境の評価を通じて 入 居 者 が現に抱えて い る

問題点を明らかに し 、 入 居 者 が 自 律 し た 日 常 生 活 を 営 む こ と が で き る よ う に 支 援 す る上で解決

すべき課題を把握す る 。  

  ３    計 画担当 介 護 支 援専門員 は 、 入 居 者 及 び 家族の希望、 入 居 者 に つ い て把握さ れ た解決

すべき課題に 基 づ き 、 当 該 入 居 者 に 対 す る 指 定 介 護 福 祉 施 設 サ ー ビ ス の 目標及 び そ の達成

時期、 指 定 介 護 福 祉 施 設 サ ー ビ ス の 内 容 、 指 定 介 護 福 祉 施 設 サ ー ビ ス を 提 供 す る上で留意



すべき 事 項 を記載し た 施 設 サ ー ビ ス 計 画 の原案を作成し 、 入 居 者 に 対 し て説明し 、 同 意 を得

る 。  

  ４    計 画担当 介 護 支 援専門員 は 、 施 設 サ ー ビ ス 計 画作成後 に お い て も 、 指 定 介 護 福 祉 サ ー ビ

ス の 提 供 に 当 た る 他 の 職 員 と の 連絡を継続 的 に 行 う こ と に よ り 、 施 設 サ ー ビ ス 計 画 の実施状

況の把握を 行 う と と も に 、 入 居 者 に つ い て の解決すべき課題の把握を 行 い 、 必 要 に応じて 第 ２

項 及 び 第 ３ 項 の 規 程 を準用 し て 施 設 サ ー ビ ス 計 画 の変更を 行 う 。  

5  看取り期に お け る 入 居 者 の 施 設 サ ー ビ ス 計 画策定 に お い て 、 生 活 相談員 、 他専門職 及 び 本

人 ・家族と協議し 、 施 設 サ ー ビ ス 計 画 の作成にあた り 、 本 人 の 意 思 を 尊 重 し た 医 療 ・ケアの 方

針決定 に 対 す る 支 援 に 努 め る 。  

 

（ 指 定 介 護 福 祉 施 設 サ ー ビ ス の取扱方 針 ）  

第 １ ６条  施 設 は 、 入 居 者 の 有 す る 能力に応じて 、 自 ら の 生 活様式及 び 生 活習慣に沿って 自 律 的 な

日 常 生 活 が 営 む こ と が で き る よ う に す る た め 、 施 設 サ ー ビ ス 計 画 に 基 づ き 入 居 者 の 日 常 生 活

上の 活動に つ い て 必 要 な 援助を 行 う こ と に よ り 、 入 居 者 の 日 常 生 活 を 支 援 す る も の と し て 行

う 。  

２    施 設 は 、 入 居 者 の 要 介 護状態の軽減又 は悪化の防止に資す る よ う 、心身の状況に応じて 、

処遇を妥当適切に 行 う 。  

３    サ ー ビ ス の 提 供 は 、 入 居 者 のプラ イバシー の 確 保 に 配 慮 し て 行 う 。  

４    施 設 の従業 者 は サ ー ビ ス の 提 供 にあたって は 、懇切丁寧を旨と し 、 入 居 者 又 は そ の 家族に

対 し 、処遇上必 要 な 事 項 に つ い て 、理解し や す い よ う に 、説明を 行 う 。  

  ５    施 設 は サ ー ビ ス の 提 供 にあたって は 、 当 該 入 居 者 及 び 他 の 入 居 者 等 の 生命又 は身体 を 保

護 す る た め緊急や む を得な い場合を除き 、身体 的拘束そ の 他 入 居 者 の 行動を制限 す る 行為

を 行わな い 。  

  ６    施 設 は 、 前 項 の身体 的拘束等 を 行 う場合に は 、 次 の手続 に よ り 行 う 。  

（ １ ）  身体 的拘束等 にかかる態様及 び時間 、 そ の際の 入 居 者 の心身状況並び に緊急や む

を得な い理由を記録す る 。  

（ ２ ）  入 居 者 又 は そ の 家族に説明し 、 そ の 他 方 法 が なかった改善方 法 を検討す る 。  

  ７    施 設 は 自 ら そ の 提 供 す る サ ー ビ ス の質の評価を 行 い 、 常 に そ の改善を 図 る 。  

 

（ 介 護 ）  

第 １ ７条  介 護 は 、 各 ユ ニ ッ ト に お い て 入 居 者 が 相 互 に 社 会 的 関 係 を 築 き 、 自 律 的 な 日 常 生 活 を 営

む こ と を 支 援 す る よ う 、 入 居 者 の心身の状況に応じて 、適切な技術を もって 行 う 。  

  ２    施 設 は 、 １週間に ２回以上、適切な 方 法 に よ り 、 入 居 者 を 入浴させ、 又 は清拭を 行 う 。  

  ３    施 設 は 、 入 居 者 に 対 し 、 そ の心身の状況に応じて 、適切な 方 法 に よ り 、排泄の 自 立 に つ い

て 必 要 な 援助を 行 う 。  

  ４    施 設 は 、オムツを使用せざる を得な い 入 居 者 のオムツを適切に随時取り替える 。  

  ５    施 設 は 、 入 居 者 に 対 し 、 前 各 項 に 規 定 す る も の のほか、離床、 着替え、整容 等 の 介 護 を適

切に 行 う 。  

  ６    施 設 は 、昼間に つ い て は ユ ニ ッ ト ご と に 常時一 人 以上の 介 護 職 員 を従事 させる も の と す る 。  

  ７    施 設 は 、 入 居 者 の負担に よ り 、 当 該 施 設 の 職 員 以外の 者 に よ る 介 護 を受け させな い 。  

  ８    施 設 は 、褥瘡の発生 し な い よ う適切な 介 護 を 行 う と と も に 、 そ の発生 を予防す る た め 体制の

整備を 行 う 。  

 

（食事 の 提 供 ）  

第 １ ８条  入 居 者 の食事 は 、栄養並び に 入 居 者 の身体 の状況及 び嗜好を考慮 し て 、適温に 配 慮 し 、

適切な時間に 提 供 す る 。  

２    食事時間は概ね 、 入 居 者 の 生 活習慣を 尊 重 し た適切な時間に食事 を 提 供 す る も の と し 、夕

食は 17： 00 以降と す る 。  

        

  ３    施 設 は 、 入 居 者 が 相 互 に 社 会 的 関 係 が 築 く こ と が で き る よ う 、 そ の 意 思 を 尊 重 し つ つ 、 入 居

者 が 共 同 生 活 室 で食事 を摂る こ と を 支 援 す る 。  

 

（ 相談・援助 ）  

第 １ ９ 条  施 設 は 、 常 に 入 居 者 の心身の状況、 そ の 置かれ て い る環境等 の 的 確 な把握に 努 め 、 入 居

者 又 は 家族に 対 し 、 そ の 相談に適切に応じる と と も に 、 必 要 な助言そ の 他 の 援助を 行 う 。  

 

（ 社 会 生 活 の便宜提 供 等 ）  

第 ２ ０ 条  施 設 は 、教養 、娯楽設備等 を備えるほか、適宜入 居 者 の た め のレクリエーション 行 事 を 行

う 。  

２   施 設 は 、 入 居 者 が 日 常 生 活 を 営 む の に 必 要 な 行政機 関 等 に 対 す る手続 き に つ い て 、  そ

の 者 又 は そ の 家族に お い て 行 う こ と が困難である場合は 、 そ の 者 の 同 意 を得て代わって 行 う

こ と が で き る 。  

３   施 設 は 、 常 に 入 居 者 の 家族と の 連 携 を 図 る と と も に 、 入 居 者 と そ の 家族と の交流の 機 会 を

確 保 す る よ う 努 め る 。   

４   施 設 は 、 入 居 者 の外出の 機 会 を 確 保 す る よ う 努 め る 。  

 

（ 機 能訓練 ）  

第 ２ １ 条  施 設 は 、 入 居 者 の心身の状況等 に応じて 、 入 居 者 と の合意 に 基 づ き 日 常 生 活 を 営 む の に

必 要 な 機 能 を回復 し 、 又 は そ の減退を防止す る た め の訓練を 行 う こ と が で き る 。  

 

（ 健康管理 ）  

第 ２ ２ 条  施 設 の 医師又 は看護 職 員 は 、 常 に 入 居 者 の 健康の状況に注意 し 、 必 要 に応じて 健康保持

の た め の適切な措置 を と る 。  

  ２    施 設 の 医師は 、 そ の 行った 健康管理に 関 し 、 入 居 者 の 健康手帳に 必 要 な 事 項 を記載す る 。

健康手帳を 有 し な い 者 に付い て は こ の 限 り で は な い 。  

  ３    入 居 者 は 、 努 め て 健康に留意 す る も の と し 、 施 設 で 行 う 健康診断は 特 別 の理由の な い 限 り 、

こ れ      を受診し 、予防接種も受け る も の と す る 。  

  ４    施 設 は 、 入院及 び治療 を 必 要 と す る 入 居 者 の た め に 、協力病院、協力歯科医院を 定 め る 。  

 

（ 入 居 者 の 入院期間中の取扱い ）  

第 ２ ３ 条  施 設 は 、 入 居 者 に つ い て 、病院又 は診療 所 に 入院の 必 要 が 生じた場合であって 入院後概

ね 3 ヶ月以 内 に退院す る こ と が明らかに見込まれ る と き は 、 入 居 者 及 び そ の 家族の希望等 を

勘案し 、 必 要 に応じて適切な便宜を 提 供 す る と と も に 、 や む を得な い 事情がある場合を除き 、

退院後再び 当 該 施 設 に 入 居 す る よ う に 努 め る 。  

 

（ 入 居 者 に 関 す る 保 険 者 へ の通知 ）  

第 ２ ４ 条  施 設 は 、 入 居 者 が 次 の 各 号 の いずれかに 該 当 す る場合は 、遅滞な く 意見を付し て 、 そ の旨

を 保 険 者 に通知す る 。  

（ １ ）  正当 な理由な し に 指 定 介 護 福 祉 施 設 サ ー ビ ス の 利 用 に 関 す る 指示に従わな い こ と に よ り 、

要 介 護状態の 程度を増進させた と認め ら れ る と き 。  



（ ２ ）  偽り 、 そ の 他 の不正行為に よって 保 険給付を受け 、 又 は受け よ う と し た と き 。  

 

（勤務 体制の 確 保 等 ）  

第 ２５条  施 設 は 、 入 居 者 の適切な 指 定 介 護 福 祉 施 設 サ ー ビ ス を 提 供 で き る よ う 、 職 員 の勤務 の 体制

を 定 め る 。  

  ２    前 項 の 職 員 の勤務 体制を 定 め る に 当 たって 、 入 居 者 が安心し て 日 常 生 活 を送る こ と が で き

る よ う継続性を 重 視 し た サ ー ビ ス の 提 供 に 配 慮 す る 。  

  ３    施 設 は 当 該 施 設 及 び 本 体 施 設 の 職 員 に よって 指 定 介 護 福 祉 施 設 サ ー ビ ス を 提 供 す る 。 た

だし 、 入 居 者 の処遇に直接影響を 及ぼさ な い 業 務 に つ い て は こ の 限 り で は な い 。  

  ４    施 設 は 職 員 に 対 し 、 そ の資質向上の た め の研修の 機 会 を 確 保 す る 。  

 

 

第５章   緊急時に お け る 対応方 法  

 

 

（緊急時等 の 対応 ）  

第 ２６条  施 設 は 、 入 居 者 に病状の急変が 生じた場合そ の 他 必 要 な場合は 、速やかに主治の 医師又

はあらかじめ 施 設 が 定 め た協力医 療 機 関 へ の 連絡を 行 う と と も に 必 要 な措置 を講じる 。  

 

（ 事故発生時の 対応 ）  

第 ２ ７条  施 設 は 、 事故発生防止の 指 針 を整備し 、 事故発生 の防止に 努 め 、 入 居 者 に 対 す る 指 定 介

護 福 祉 施 設 サ ー ビ ス の 提 供 に よ り 事故が発生 し た場合は速やかに 保 険 者 、 入 居 者 の 家族に

連絡を 行 う と と も に 必 要 な措置 を講じる 。  

  ２    施 設 は 、 前 項 の 事故の状況及 び 事故に際し とった処置 を記録し 、 そ の報告と 、 分析を通じ

た改善策を 職 員 に周知徹底す る 体制を整備す る 。  

  ３    入 居 者 に 対 す る 指 定 介 護 福 祉 施 設 サ ー ビ ス の 提 供 に よ り賠償すべき 事故が発生 し た場合

は損害賠償を速やかに 行 う 。  

  ４    事故発生 を防止す る た め 本 体 施 設 の 事故防止対策委員 会 と合同 し て 、 事故防止や 事故対

応等 の検討や研修を 行 う 。  

5   上項 の措置 を適切に実施 す る た め の担当 者 を 設 置 す る 。  

 

 

第６章   非常災害対策  

 

 

（非常災害対策 ）  

第 ２ ８条  施 設 は 、非常災害に備えて 、消防計 画 、風水害、 地震等 の災害に 対処す る た め の 計 画 を

作成し 、防火管理者また は火気 ・消防等 に つ い て の責任者 を 定 め 、年２回以上定期的 に避

難、救出そ の 他 必 要 な訓練を 行 う も の と す る 。また 、訓練の実施 に 当 たって は 、 地 域 住民の

参加が得ら れ る よ う 連 携 に 努 め る も の と す る 。  

 

 

第７章   そ の 他 運 営 に 関 す る 事 項  

 

 

（ 定 員厳守 ）  

第 ２ ９ 条  施 設 は 、 ユ ニ ッ ト ご と の 入 居 定 員 及 び 居 室 の 定 員 を超えて 運 営 を し な い 。 ただし 、災害そ の  

他 や む を得な い 事情がある場合は 、 こ の 限 り で は な い 。  

 

（衛生 管理等 ）  

第 ３ ０ 条  施 設 は 、 入 居 者 の使用 す る 施 設 、食器そ の 他 の 設備又 は飲用 に 供 す る水に つ い て 、衛生

的 な 管理に 努 め る と と も に 、衛生上必 要 な措置 を講じる も の と す る 。  

 ２  事 業 所 に お い て 、食中毒及 び感染症が発生 し 、 又 は蔓延し な い よ う に 必 要 な措置 を講じる も の  

と す る 。また 、 こ れ ら を防止す る た め の措置 等 に つ い て 、 必 要 に応じ保 健 所 の助言、 指導を求  

め る と と も に 、 密 接 な 連 携 を 保 つ も の と す る 。  

 

（ 重 要 事 項 の掲示 ）  

第 ３ １ 条  施 設 は 、見や す い場所 に 、 運 営 規 程 の概要 、 職 員 の勤務 体制、協力病院、 利 用料そ の 他

の サ ー ビ ス の選択に資す る と認め ら れ る 重 要 事 項 を掲示す る 。  

 

（秘密 保持等 ）  

第 ３ ２ 条  施 設 の 職 員 及 び 職 員 であった 者 は 、正当 な理由が な く 、 そ の 業 務上知り得た 入 居 者 又 は そ

の 家族の秘密 を漏ら し て は な ら な い 。また 、秘密 を漏ら す こ と が な い よ う 必 要 な措置 を講じる 。  

  ２    施 設 は 、 居 宅 介 護 支 援 事 業 者 等 に 対 し て 、 入 居 者 に 関 す る情報を 提 供 す る際に はあらか

じめ文書に よ り 入 居 者 の 同 意 を得る 。  

 

（ 居 宅 介 護 支 援 事 業 者 に 対 す る 利益供与等 の禁止 ）  

第 ３ ３ 条  施 設 は 、 居 宅 介 護 支 援 事 業 者 又 は そ の従業 者 に 対 し 、 要 介 護被保 険 者 に 当 該 施 設 を紹介

す る こ と の代償と し て 、金品そ の 他財産上の 利益を 供与し て は な ら な い 。  

  ２    施 設 は 、 居 宅 介 護 支 援 事 業 者 又 は そ の従業 者から 、 当 該 施 設から の退所 者 を紹介 す る こ

と の代償と し て 、金品そ の 他財産上の 利益を収受し て は な ら な い 。  

 

（ 人権の擁護 及 び虐待の防止の た め の措置 ）  

第 ３ ４ 条  事 業 者 は 、 入 居 者 の 人権の擁護 、虐待の防止等 の た め 、 次 の措置 を講ずる も の と す る 。  

（ １ ）  人権の擁護 、虐待の防止等 に 関 す る責任者 の選定 及 び 必 要 な 体制の整備  

（ ２ ）  成年後見制度の 利 用 支 援  

（ ３ ）  虐待の防止の 対策を検討す る委員 会 を 定期的 に開催す る と と も に 、 そ の 結果に つ い て 職

員 に周知徹底を 図 る 。  

（ ４ ）  虐待防止の た め の 指 針 を整備す る  

（５ ）  職 員 に 対 し 、虐待の防止の た め の研修を 定期的 に実施 す る こ と 。  

（６ ）  上記措置 を適切に実施 す る た め の担当 者 を 設 置 す る 。  

  ２    職 員 は 、 入 居 者 に 対 し 、身体 的苦痛を与え、 人 格 を辱め る 等 の虐待を 行って は な ら な い 。  

  ３    施 設 は 、 サ ー ビ ス 提 供中に 、 職 員 又 は 養 護 者 （ 入 居 者 の 家族等高齢者 を現に 養 護 す る も

の ） に よ る虐待を受け た と 思われ る 入 居 者 を発見し た場合は 、速やかに 、 こ れ を 市 に通報す る

も の と す る 。  

 

（苦情処理 ）  

第 ３ ５条  施 設 は 、 そ の 提 供 し た 指 定 介 護 福 祉 施 設 サ ー ビ ス に 関 す る 入 居 者から の苦情に迅速かつ

適正に 対応す る た め に 、苦情を受付け る た め の窓口を 設 置 す る 。  

  ２    施 設 は 、 前 項 の苦情を受け た場合、 当 該苦情の 内 容 を記録す る 。  



  ３    施 設 は そ の 提 供 し た 指 定 介 護 福 祉 施 設 サ ー ビ ス に 関 し 、 保 険 者 が 行 う文書そ の 他 の物件

の 提出若し く は 提示の求め 、 又 は 保 険 者 の 職 員から の質問及 び照会 に応じ入 居 者から の苦

情に 関 し て 、 保 険 者 が 行 う調査に協力す る と と も に 、 保 険 者から 指導又 は助言を受け た場合

は 、 当 該 指導又 は助言に従って 必 要 な改善を 行 う 。  

  ４    施 設 は 、 そ の 提 供 し た 指 定 介 護 福 祉 施 設 サ ー ビ ス に 関 す る 、国民健康保 険団体 連合会 が

行 う調査に協力す る と と も に国民健康保 険団体 連合会から の 指導又 は助言を受け た場合は 、

当 該 指導又 は助言に従って 必 要 な改善を 行 う 。  

 

（ 地 域 等 と の 連 携 ）  

第 ３ ６条  施 設 は 、 運 営 に 当 たって は 、 地 域 住民又 は そ の 自発的 な 活動等 と の 連 携 及 び協力を 行 う

等 の 地 域 と の交流に 努 め る 。  

  ２    施 設 は 、 入 居 者 、 入 居 者 の 家族 、 地 域 住民の代表者 等 で構成す る 運 営推進会議を 設 置

し 、  

概ね 2 ヶ月に １回開催す る も の と す る 。  

  ３    前 項 の 運 営推進会議に 関 し 必 要 な 事 項 は 別 に 定 め る 。  

 

（ハラ スメン ト 対策 ）  

第 ３ ７条  施 設 は 、 職場に お い て 行われ る性的 な言動又 は優越的 な 関 係 を背景と し た言動であって

業 務上必 要かつ 相 当 な範囲を超えた も の に よ り 職 員 の就業環境が害さ れ る こ と を防止す る た

め 、 次 の措置 を講ずる も の と す る 。  

  ２    ハラ スメン ト防止の た め の 指 針 を策定 す る 。  

  ３    ハラ スメン ト 相談窓口を 設 置 す る 。  

  ４    施 設 は 、ハラ スメン ト の防止の た め 、 指 針 の周知徹底と 事案が発生 し た際の原因と再発防

止など、適切な再発防止策を講じる も の と す る 。  

 

第８章   会 計 の 区 分 及 び記録の整備  

 

 

（ 会 計 の 区 分 ）  

第 ３８条  施 設 は 、 指 定 介 護 福 祉 施 設 サ ー ビ ス の 事 業 会 計 と 、 そ の 他 の 事 業 会 計 と 区 分 す る 。  

 

（記録の整備 ）  

第 ３ ９ 条  施 設 は 、 職 員 、 施 設 及 び 会 計 に 関 す る諸記録を整備す る 。  

  ２    施 設 は 、 入 居 者 に 対 す る 指 定 介 護 福 祉 施 設 サ ー ビ ス の 提 供 に 関 す る諸記録を整備し 、 そ

の完結 の 日から５年間保存す る 。  

 

（ 法令と の 関 係 ）  

第 ４ ０ 条  こ の 規 程 に 定 め の な い こ と に つ い て は 、 介 護 保 険 法並び に 関 係 法令に 定 め る と こ ろ に よ

る 。  

 

 

付      則  

 

 

１．こ の 規 程 は 、平成 2０年４月１ 日から 施 行 す る。  

２．こ の 規 程 は 、平成 2６年４月１ 日から改正施 行 す る。  
３．こ の 規 程 は 、平成 30 年４月１ 日から改正施 行 す る。  
4．こ の 規 程 は 、令和 3 年４月１ 日から改正施 行 す る。  
5．この規程は、令和 5 年 8 月１日から改正施行する。  
6．この規程は、令和 6 年 4 月１日から改正施行する。  


